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2023 年 5 ⽉ 18 ⽇ 
各 位 

会 社 名  株 式 会 社  野 村 総 合 研 究 所 
  （コード:4307  東証プライム市場） 

代表者名  代表取締役会⻑ 兼 社⻑ 此本⾂吾 

剰余⾦の配当に関するお知らせ 

当社は、本⽇開催の取締役会において、2023 年 3 ⽉ 31 ⽇を基準⽇とする剰余⾦の配当を⾏うことにつ
いて決議しましたので、下記のとおりお知らせします。 

なお、当社は会社法第 459 条に基づき、取締役会の決議により剰余⾦の配当等を⾏う旨を定款に定めて
います。 

 
記 

 
1. 配当の内容 

 決議内容 直近の配当予想 
（2023 年 4 ⽉ 27 ⽇公表） 

前期実績 
（2022 年 3 ⽉期） 

基準⽇ 2023 年 3 ⽉ 31 ⽇ 同左 2022 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
1 株当たり配当⾦ 23 円 00 銭 同左 21 円 00 銭 
配当⾦総額 13,608 百万円 − 12,415 百万円 
効⼒発⽣⽇ 2023 年 6 ⽉ 2 ⽇ − 2022 年 5 ⽉ 30 ⽇ 
配当原資 利益剰余⾦ − 利益剰余⾦ 

（注）配当⾦総額は、NRI グループ社員持株会専⽤信託が保有する当社株式に対する配当額（前期 34 百万円）を含んでい
ます。当期に含まれる⾦額はありません。 

 
2. 理由 

当社は、企業価値の継続的な向上が最も重要な株主還元と考えています。剰余⾦の配当については、中
⻑期的な事業発展のための内部留保を確保しつつ、安定した配当を継続することを基本とし、連結配当性
向（※）35％を⽬安に、事業収益及びキャッシュ・フローの状況等を勘案して決定します。なお、資本効
率向上によるさらなる株主還元を⽬指し、配当性向を段階的に上昇させ、2026 年 3 ⽉期の連結配当性向
を 40％とする⽅針です。 

当期の期末配当につきましては、上記⽅針及び当期の業績を踏まえ、2022 年 11 ⽉に実施した第 2 四半
期末の配当⾦（基準⽇は 2022 年 9 ⽉ 30 ⽇）から 1 円増額し、1 株当たり 23 円としました。これにより、
年間の配当⾦は、第 2 四半期末の配当⾦と合わせ 1 株当たり 45 円となり、連結配当性向は 34.9％となり
ます。 
 
※ 連結配当性向＝年間配当⾦総額（NRI グループ社員持株会専⽤信託に対する配当⾦を含む。）÷親会社の所有者に帰属す

る当期利益 
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（参考）年間配当の内訳 

 1 株当たり配当⾦ 
基準⽇ 第 2 四半期末 期末 年間 
当期実績 22 円 00 銭 23 円 00 銭 45 円 00 銭 
前期実績（2022 年 3 ⽉期） 19 円 00 銭 21 円 00 銭 40 円 00 銭 

 
以 上 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社野村総合研究所 IR 室⻑ 藤岡邦明 
TEL：03-5877-7072 E-mail：ir@nri.co.jp 


